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はじめに 

 朝鮮漢詩について 

 凡 例 

 

第一章 古朝鮮時代から後三国時代まで（～九三六） 

001 箜篌引 麗玉 

002 亀何歌 無名氏 

003 黄鳥歌 瑠璃明王 

004 于文に遺る 乙支文徳 

005 太平頌 真徳王 

006 返俗謡 薛瑶 

007 海歌 無名氏 

008 秋夜雨中 崔致遠 

009 伽倻山に題す 崔致遠 

010 古意 崔致遠 

011 寓興 崔致遠 

012 江南の女 崔致遠 

013 憤怨の詩 王巨仁 

 

第二章 高麗時代（九一八～一三九二） 

014 人に代わりて遠きに寄す 崔承老 

015 寒松亭曲 張延祐 

016 絶句 崔冲 

017 舟中夜吟 朴寅亮 

018 宋に使いして泗州の亀山寺に過ぎる 朴寅亮 

019 人を送る（一） 鄭知常 

020 西郊 鄭知常 

021 人を送る（二） 鄭知常 

022 長源亭 鄭知常 

023 石竹の花 鄭襲明 

024 東宮春帖子 金富軾 

025 甘露寺 恵袁の韻に次す 金富軾 

026 遠きに寄す 高兆基 

027 戟巌 呉世才 

028 目を病む 呉世才 

029 蕭寺 林椿 



030 友人の韻に次す（一） 林椿 

031 友人の詩に次す（二） 林椿 

032 漁父 林椿 

033 山居 李仁老 

034 続行路難 李仁老 

035 駅壁に題す 無名氏 

036 詩（逐臣感涙） 金仁鏡 

037 林椿の詩を読む 李奎報 

038 雨中 耕すもの者を観て書記に贈る 李奎報 

039 夏日即事 二首 其の二 李奎報 

040 東明王篇 幷びに序 李奎報 

041 続将進酒歌 李奎報 

042 元暁の讃 一然 

043 三蔵 無名氏 

044 蛇竜 無名氏 

045 墨冊謡 無名氏 

046 牛大吼謡 無名氏 

047 小楽府 沙里花 李斉賢 

048 小楽府別曲 水精寺 李斉賢 

049 小楽府別曲 耽羅謡 李斉賢 

050 山中の雪夜 李斉賢 

051 武昌 金九容 

052 辛丑の年の紅賊 二首 其の二 金九容 

053 江南曲 鄭夢周 

054 日本に奉し使せしときに作る（一） 鄭夢周 

055 日本に奉し使せしときに作る（二） 鄭夢周 

056 丹心歌 鄭夢周 

057 浮碧楼 李穡 

 

第三章 朝鮮時代前期（一三九二～一五〇五） 

058 何如歌 李芳遠 

059 讖謡（一） 無名氏 

060 讖謡（二） 無名氏 

061 讖謡（三） 無名氏 

062 刑に臨むの詩 成三問 

063 絶筆 成三問 



064 死に臨みて筆を絶つ 李塏 

065 咸吉道節度使の為に作る 兪応孚 

066 子規の詩（一） 端宗 

067 子規の詩（二） 端宗 

068 北征 南怡 

069 楽府の辞を述ぶ 金守温 

070 睡りより起く 徐居正 

071 春日 徐居正 

072 宝泉灘即事 金宗直 

073 鵄述嶺 金宗直 

074 山行即事 金時習 

075 二釣叟を嘲る 右は呂望 金時習 

076 福霊寺 朴誾 

077 梅を斫るの賦 魚無迹 

078 流民嘆 魚無迹 

 

第四章 朝鮮時代中期（一五〇五～一七二〇） 

079 夜起きて粥を醊る 洪裕孫  

080 大関嶺を踰えて親庭を望む 申師任堂 

081 親を思う 申師任堂 

082 半月を詠ず 黄真伊 

083 相思夢 黄真伊 

084 蘇判書を送別す 黄真伊 

085 義州雑題 十二絶 山川の景勝 李滉 

086 野池 李滉 

087 弘慶寺 白光勲 

088 花石亭 李珥 

089 退くを求めて感有り 李珥 

090 無語別 林悌 

091 浿江歌（一） 林悌 

092 浿江歌（二） 林悌 

093 浿江歌（三） 林悌 

094 鞦韆曲 林悌 

095 戯れに生陽館に題す 林悌 

096 馬牛歌 林悌 

097 貧女吟（一） 許蘭雪軒 



098 貧女吟（二） 許蘭雪軒 

099 貧女吟（三） 許蘭雪軒 

100 閨怨 許蘭雪軒 

101 采蓮曲 許蘭雪軒 

102 夫の江舎に読書するに寄す 許蘭雪軒 

103 興を遣る 許蘭雪軒 

104 閨情 李玉峰 

105 初月 李玉峰 

106 夢魂 李玉峰 

107 癸未の北乱 李玉峰 

108 山寺夜吟 鄭澈 

109 戦船に乗りて防踏浦に下る 鄭澈 

110 閑山島夜吟 李舜臣 

111 此の翁 李山海 

112 酔客に贈る 李梅窓 

113 閨中怨 李梅窓 

114 仏日庵 因雲釈に贈る 李達 

115 拾穂謡 李達 

116 鄭松江の墓に過ぎりて感有り 権韠 

117 任茂叔の科を削らるるを聞く 権韠 

118 杜詩を読みて偶ゝ題す 権韠 

119 忠州石 白楽天に効う 権韠 

120 孀婦詩 柳夢寅 

121 古長城 沈光世 

122 落花巌 沈光世 

123 古意 李晬光 

124 新雪 李晬光 

125 途中 李晬光 

126 江上に歌を聞く 李安訥 

127 索居放言 十首（第八首） 張維 

128 戴勝吟 朴仁老 

129 述懐 二首（第一首） 朴仁老 

130 李夢竜の詩 成以性 

131 怨詞 崔奇男 

132 秋懐 五 崔奇男 

133 北塞に謫せらる 尹善道 



134 山民 金昌協 

 

第五章 朝鮮時代後期以後（一七二一～一九二〇） 

135 満月台 洪世泰 

136 題画 金万最 

137 樵童 李献慶 

138 燕巌にて先兄を憶う 朴趾源 

139 田家 朴趾源 

140 農夫 車佐一 

141 漫吟 老杜の韻に次す 三首（第一首） 車佐一 

142 幼女を憶う 丁若鏞 

143 海南吏 丁若鏞 

144 如夢令 内に寄す 丁若鏞 

145 児よ啼く莫かれ 李亮淵 

146 野雪 李亮淵 

147 北行百絶 幷びに序 其の六 趙秀三 

148 北行百絶 幷びに序 其の十四 趙秀三 

149 北行百絶 幷びに序 其の二十二 趙秀三 

150 北行百絶 幷びに序 其の二十六 趙秀三 

151 北行百絶 幷びに序 其の六十五 戦場坪 趙秀三 

152 北行百絶 幷びに序 其の六十七 趙秀三 

153 北行百絶 幷びに序 其の九十一 造山 趙秀三 

154 北行百絶 幷びに序 其の九十三 西水羅 趙秀三 

155 隴城雑詠 二十二首 第十九首 趙秀三 

156 耕織図の韻に次す 四十六首 第一首 種を浸す 趙秀三 

157 耕織図の韻に次す 四十六首 第十首 挿秧 趙秀三 

158 耕織図の韻に次す 四十六首 第十五首 収刈 趙秀三 

159 耕織図の韻に次す 四十六首 第二十首 簸揚 趙秀三 

160 徳津にて蓮を採る 趙秀三 

161 自ら嘆く 金笠 

162 是是非非詩（一） 金笠 

163 是是非非詩（二） 金笠 

164 笠を詠ず 金笠 

165 貧吟 金笠 

166 飲み艱し野店 金笠 

167 惰婦 金笠 



168 年長の冠者を嘲る 金笠 

169 金剛に入る 金笠 

170 妙香山の詩 金笠 

171 九月山峰 金笠 

172 景を賞づ 金笠 

173 淮陽の過次 金笠 

174 還甲宴 金笠 

175 某女に贈る 金笠 

176 尹哥村を辱む 金笠 

177 詩客と詰䛯す 金笠 

178 破字詩 金笠 

179 世を譬す 金笠 

180 矗石楼 金笠 

181 佳人 金笠 

182 此の夜寒し 十絶 第二首 柳寅植 

183 此の夜寒し 十絶 第八首 柳寅植 

184 此の夜寒し 十絶 第十首 柳寅植 
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